
正確な位置情報

実証事例ー2 目視点検の省力化

モデルケース

道路

Insta360Titan
4KSDIカメラ
SONY FDR-AX700

データベース登録

お手持ちの撮影機材の音声
記録帯に位置情報を付与

・２画面ビューワで位置精度の検証
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道路管理者では、巡回車両による目視点検（日常点検）を行っているが、巡回車両よ
り高精細の4K/360カメラで撮影した映像（画像）を使って現場目視から画像判断に
置き換え、点検業務の省力化を図る。

・日常点検項目を画像判断（AI検知含む）に置き換え、巡回回数、降車点検の削減
・映像（画像）を蓄積し、損傷箇所の経時変化や進展度合いを確認
・撮影映像（画像）から点検報告書を作成
・損傷、変状のAI認識モデルを作成し、自動認識（リアルタイム検出or事後検出）

走行車両からの
・高画質な画像の取得
・正確な位置情報の取得

（ブレのない画像で損傷を確認する）
（同一場所の経時変化を確認するため）

ナカシャ撮影車両

お客様巡回車両

レンタル

GNSS-BeatBox

A.当社車両で走行撮影実施
B.お客様車両で走行撮影実施

撮影日の違う同一場所の
位置精度→新旧比較
（経時変化・進展具合）

画像検証

4D-db

・GIS上で航空写真や施設マスタ
と突合し位置精度の検証

位置精度の検証

取得画像から日常
点検項目の対象物、
損傷が確認できる
か？

取得画像から点検
報告書が作成でき
ないか？

蓄積した画像データから

AI検出モデル

点検報告書
教師データ作成

プロトタイプモデル作成

物体検出・評価
運用に向けた
しくみの構築へ

AI物体検出モデルの作成と評価

・課題抽出
・モデル強化


